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巻頭言「エレソ独立採算化における活性化

の取り組み」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長(企画担当) 

宇佐見  正士 (KDDI) 

エレソでは昨年度から

運営体制・組織体制を一

新して独立採算化の検討

を進め、本年度はいよい

よ独立採算制度での運営

が開始されました。新体

制では、「企画会議」、「編

集出版会議」、「研究技術

会議」の３つの会議が連携しつつも、それぞれ独立

性を保つことで、これまでより柔軟にスピード感の

ある運営ができるようになりました。「企画会議」は、

エレソ全体の財務管理を行うと共に、会員サービス

の向上に向けた新しい企画の提案を行うことを目的

としています。 

さて、エレソの会員数は、平成 8 年度をピーク

（10,600 名強）に年々会員数が減少しており、平成

18 年度には約 7,600 名となり、今なお減少し続けて

います。この長期的な会員減少の傾向はさまざまな

要因があるため、歯止めをかけるのは容易ではあり

ませんが、それに伴う収入の減少によって学会活動

が低下することは防がなければなりません。一つの

朗報は、昨年度より論文誌が電子化され、論文誌の

印刷や発送にかかる経費が大幅に低減したことによ

って、財政基盤は改善してきました。そこで今こそ、

ソサイエティ独立採算制度を有効に活用して、会員

サービスの向上に向けて独自の積極的な施策を実施

するよい機会であるといえます。少し状況を分析し

てみますと、論文誌や研究会への論文投稿数や大会

の参加数は大きく減ってはいません。とすると、学

会に積極的に関与するアクティブ会員数はさほど変

わっておらず、それ以外の会員の数が減っているこ

とが浮かび上がってきます。これまで、学会の主た

る使命は、研究者や開発技術者（アクティブ会員）

の新しい成果の発表や議論の場を提供することであ

ったため、会員サービスもどちらかと言うと、アク

ティブ会員の活動を活性化することを中心に進めて

きました。しかしこれからは、一般会員へのサービ

スも重要であり、新しい取り組みが必要だと感じて

います。まさに情報過多の時代となり、本当に必要

な質の高い情報を選択して得ることは益々重要にな

ってきています。エレソの一般会員に質の高い最新

情報を提供する仕組みを考えることが求められてい

ます。また、将来のポテンシャル会員である中高生

や学生向けにも最新の魅力的な情報を伝えて、理系

の面白さを伝えていくことも重要でしょう。この点



を第１ステップとして新たな取り組みを検討してい

ます。 

もちろん、アクティブ会員のためにも一層の活性

化施策を考えています。論文誌のオンライン化が実

施され検索などはとても便利になりました。さらに、

過去に遡ったさまざまな論文情報検索や分析なども

簡単にできると便利だという声が上がっています。

その一歩として、過去の紙ベースの論文等のアーカ

イブ化・データベース化の検討を進め、使いやすさ

の観点からの課題を検証していきたいと思います。 

独立採算制度になり、多くはありませんが柔軟で

思い切った施策に予算が使えるようになりました。

以上に述べた施策を実現するために、本年度より「企

画会議」では組織横断でアドホック委員を募り、２

つの新しいタスクフォースを組織化して具体化を目

指しています。これ以上の会員数減少を食い止め再

び増加させるためにもアイデアをどんどん出して、

ソサイエティを面白くしたいと思っています。また、

会員の皆様からのご意見や提案を実現することが

我々の使命ですので、よいアイデアがあれば大歓迎

です。メール（es@ieice.org） 等でご連絡ください。 

著者略歴： 

1983 年 早稲田大学理工学研究科修士課程了．同年，国際

電信電話株式会社（現ＫＤＤＩ）に入社．以来，ＫＤＤＩ

研究所にて光通信用デバイス，光通信システム，フォトニ

ックネットワークの研究・開発に従事．現在，ＫＤＤＩ（株）

コア技術統括本部 技術戦略部部長．工学博士． 

 
フェロー寄稿 

「フェローの称号を頂いて」 

和田 朗（フジクラ） 

この度は、私が株式会

社フジクラ光電子技術

研究所において行った

「大容量長距離通信向

け光ファイバ応用部品

の高性能化に関する研

究」の当該分野への貢献

を評価して戴き、大変光栄なことにフェローの称号を

戴くことができました。これまでお世話になった先輩

諸氏、共同研究者、並びに、今回、御推薦、御評価頂

いた方々に深く感謝致します。 

私が、エルビウム添加光ファイバ（EDF）をはじめ、

光ファイバ応用部品の研究開発に本格的に取り組ん

だのは 1990 年頃のことです。当時、伝送用光ファイ

バの研究開発は、分散シフト光ファイバが実用化され

たことで、極低損失化と波長分散制御という光ファイ

バ開発における2大テーマに目処がつき、単一波長の

光伝送路としては開発が一段落した時期でした。一方

で、EDF を用いたエルビウム添加光ファイバアンプ

（EDFA）の高利得性、低雑音性が報告され、光ファイ

バアンプ技術が注目を浴び始めた頃でもありました。

1990 年には、第１回の光アンプに関する国際会議

（Topical meeting on optical amplifier and their 

applications）がカリフォルニア州のモントレーで開

催され、この頃には多くの研究者が EDFA 開発に携わ

るようになりました。そんな中、我々もEDFおよびEDFA

の周辺光部品の性能追求に精力的に取り組んでいま

したが、たまたま、その学会報告をKDD研究所の方々

に興味を持って戴いたことから、我々の海底中継器用

の光ファイバ応用部品の研究開発が始まりました。 

最初の海底ケーブルシステムは単一波長の伝送シ

ステムで、ファイバ型光部品としてはEDFと光ファイ

バカプラが用いられました。このシステムでは、EDF

の持つ利得飽和特性をうまく利用して故障時の利得

変動を軽減するなど巧妙な設計がなされており、その

分、光部品には厳しい特性均一性が求められました。

0.01dBの利得変動、0.1nmの波長変化を管理すること

が要求され、これを実現するための利得や雑音指数の

測定設備も新たに開発しました。光スペクトラムアナ

ライザの波長軸が空気中と真空中で0.5nmの違いある

ことに気づいたのもこの頃のことです。1990年代後半

になって波長多重伝送システムになると、光部品のメ

ニューにファイバグレーティング技術を用いた利得

等化器と波長合分配器が加わりました。ファイバグレ

ーティングは、当時、基本的なグレーティング特性が

確認されたばかりで、フィルタ特性向上のためのアポ

ダイジングなど様々なテクニックや温度補償技術の

開発など、ファイバグレーティング実用化までの道の

りには、興味深い研究開発テーマが多数ありました。

利得等化用ファイバグレーティングの温度依存性を



解消するためには、ボロンを共添加した特殊ファイバ

を用いました。ボロン添加ガラスの屈折率が負の温度

依存性を持つことを利用したものでファイバ屋らし

い解決手段でした。1990 年代前半から約 10 年間にわ

たり、相当数の海底中継器用のEDFおよび光部品を納

入してきましたが、幸運なことに、現在に至るまで故

障は1件も報告されていません。 

光ファイバアンプ技術の黎明期に光応用部品の研

究開発に従事できたこと、また、伝送用光ファイバの

技術蓄積のある会社でこの時期を迎えることができ

たことが重なって、今回フェローの称号を頂くことに

なった光ファイバ応用部品の開発成果に繋がったと

実感しています。幸運な時の巡り合わせと、すばらし

い先輩、同僚に恵まれたことを改めて感謝したいとお

もいます。 

著者略歴： 

1982 年 上智大学理大学院工学研究科物理専攻博士前期

課程を終了．同年 藤倉電線株式会社（現, 株式会社フジ

クラ）入社．1983 年から伝送用光ファイバ，特殊光ファ

イバ，光ファイバ応用光部品，光ファイバアンプ等の開発

に従事．2003 年 株式会社フジクラ光電子技術研究所 所

長．2006 年 同 電子電装開発センター センター長．現在

に至る．博士（工学）．電子情報通信学会，レーザー学会，

IEEE，日本物理学会会員． 

 
エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 

２．化合物半導体・光エレクトロニクス分野 

「半導体集積光デバイスの先駆的・独創的

研究」 

中野 義昭 （東大・先端研） 

この度、平成 19 年度のエレ

クトロニクスソサイエティ賞

にお選び頂けたこと、誠に光

栄に存じます。これもひとえ

に、日頃共に活動する学会員

の皆様のご支援の賜物と存じ、

深く感謝申し上げる次第です。 

筆者は東京大学において、

InP系およびGaAs系化合物半導体に基づく半導体レ

ーザ、光制御デバイス、モノリシック光集積回路と

その試作プロセスの研究に 25 年間携わってきまし

た。最近の 10 年間は特に、光ネットワーキングに向

けた集積光デバイス・光回路の研究に注力し、多波

長 DFB レーザアレイの発振波長トリミング、半導体

導波路型光アイソレータ、光アイソレータと DFB レ

ーザのモノリシック集積化、選択成長によるマルチ

バンドギャップ光集積回路、MMI 双安定レーザ型全

光フリップフロップ、全光フリップフロップと全光

ゲートによる超大容量光パケットルーティング、な

どを研究・報告してきたことが、今回の受賞に繋が

ったものと思っております。 

この間、多田邦雄東大名誉教授をはじめ、多くの

諸先輩に学び、多くの同僚と議論し、多くの研究員、

大学院生、学部学生とともに研究できたことは誠に

幸いでした。今回の栄誉を、関わった全ての方々と

共に分かち合いたいと存じます。 

ブロードバンドアクセスの普及にともなって、こ

れら大量のデータトラフィックの集まってくるメト

ロ網のスイッチングノードにおいて、交換／ルーテ

ィングを電子回路で行っていたのでは、スループッ

ト、消費電力、サイズ、コストの点で早晩限界に突

き当たります。光→電気→光(OEO)変換をともなわな

い、光信号を光のままでルーティングする「全光ス

イッチング」が真に必要な状況に入ったと言えます。

しかしながら、全光ネットワーキングを行う際の最

大の問題は、従来光→電気→光変換時に行われてい

た信号再生が行われなくなることによる信号劣化と

雑音の累積です。従って、ノード通過毎に光信号を

再生し、経路に依らず信号品質を保つことが必要で

す。ここに至って、波形整形、ジッター除去などの

デジタル信号再生を全光処理で行うため、光論理ゲ

ートや光フリップフロップなどの「デジタルフォト

ニックデバイス」が実用化されなければならない状

況となっています。また、高速な全光デジタル処理

は、光信号のままのビットレート変換、データフォ

ーマット変換などを可能にするほか、将来の光信号

バッファリング(光バッファーメモリ)にも繋がるた

め、全光パケット通信を実現するための基盤技術と

も言えます。 

上記の背景のもと、筆者らは「デジタルフォトニ

クス」の実現を目指して、前述した種々の半導体光

デバイスの開発を行ってきました。特に、デジタル



フォトニクスにおける光非相反性の重要性（これに

よって初めて光信号の一方向性が保証され、順序論

理回路の安定動作が可能となります）を前面に据え、

集積化可能な半導体光アイソレータの研究にも注力

して参りました。 

筆者らが目指す非相反デジタル光集積回路が実現

されれば、光信号の汎用的デジタル信号処理へ向け

た道が拓けます。光パケットスイッチングにおける

光アドレス認識、光アドレス生成・付与、光パケッ

トバッファリング等のさらに進んだ全光処理・全光

スイッチングへ展開することが期待されます。 

今回の受賞を大きな励みと致しまして、今後とも

微力ながら研究開発と人材育成に注力して参ります

ので、引き続きご支援頂ければ誠に幸いに存じます。 

著者略歴： 

昭和 57 年 東京大学工学部電子工学科卒業. 

昭和 62 年 東京大学大学院工学系研究科電子工学専攻博士

課程修了，工学博士．同年 東京大学工学部電子工学科 助手. 

昭和 63 年 東京大学工学部電気工学科 講師. 

平成 4 年 東京大学工学部電子工学科 助教授. 

平成 12 年 東京大学工学系研究科電子工学専攻 教授. 

平成 14 年 東京大学先端科学技術研究センター 教授. 

その間，ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾀﾊﾞｰﾊﾞﾗ校客員助教授（平 4）. 

分布帰還型半導体レーザの研究，半導体光変調器／光スイ

ッチ／光制御デバイスの研究，モノリシック光集積回路の

研究，化合物半導体エピタキシャル成長／プロセス技術の

研究に従事．電子情報通信学会篠原記念学術奨励賞，応用

物理学会光学論文賞，市村学術賞，産学官連携内閣総理大

臣賞など受賞．電子情報通信学会フェロー，応用物理学会

常任理事． 

 
エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 

３．エレクトロニクス一般分野 

「ミリ波自己ヘテロダイン伝送技術に関す

る研究」 

荘司 洋三（独立行政法人情報通信研究機構） 

この度は、私のような

若輩者が、思いがけずエ

レクトロニクスソサイ

エティ賞を拝受し、身に

余る光栄です。今回の受

賞に関しまして、エレク

トロニクスソサイエテ

ィの関係者各位には深く感謝いたします。 

ミリ波帯（30～300GHz）を用いる電波に関する研

究開発の歴史は、筆者の知る限りだけでも大変古く、

特に筆者の勤める情報通信研究機構（以前の郵政省

通信総合研究所）においては、周波数資源の開発と

いう名の下、長年にわたり電波伝搬特性の解明やデ

バイス開発に力を入れてきた分野であります。 

ただ残念なことに 1970 年代後半より広帯域伝送

の主役として脚光を浴びることになった光ファイバ

の出現や、高い伝搬損失や直進性などで象徴される

ミリ波固有の電波伝搬特性に起因した無線システム

としての使い勝手の悪さ、更には波長の短さに起因

したデバイス開発の困難さから、民生システムとし

ての開発や実用化は遅々として進まず、ミリ波帯が

“研究者存続のために存在する研究分野”、とさえ

一部では呼ばれる状況が長年続いてきました。 

しかしながら、ここ数年で大きく状況が変化しよ

うとしています。その背景には、デバイスの量産化

に不可欠な MMIC (Monolithic Microwave Integrated 

Circuit)技術の開発が飛躍的に進み、ミリ波帯の高

周波回路部についてもSiGeや Siを材料としたCMOS

半導体プロセスによって開発される事例が、多く報

告されるようになったことがあります。これにより、

ベースバンドからミリ波帯までの回路を 1 チップ化

できる可能性が高まってきました。 

このような技術的進歩にも後押しされ、2005 年に

は IEEE802 委員会において、世界主要国共通で免許

不要バンドとして法制化が進んでいる 60GHz 帯を対

象とした、ミリ波 WPAN (Wireless Personal Area 

Network)デバイスの標準化策定作業を行うワーキン

ググループ 802.15.3c が設立されました。802.15.3c

標準として採択される方式については、今年度中に

も事実上の決着がつく予定です。今後、このような

ミリ波を用いる IEEE 標準の存在が大きな起爆剤と

なって、60GHz 帯ミリ波デバイスの低廉化と普及を

牽引すると思われます。 

さて、技術的潮流としては、先述したようにミリ

派デバイスの 1 チップ化が進むことは間違いないと

考えられますが、それでもなお、今後のミリ波デバ

イス開発において常に懸念事項として付きまとう研

究開発事項に、低位相雑音発振器の実現とミリ波デ



バイスの低消費電力化があります。今回、筆者がエ

レクトロニクスソサイエティ賞を受賞させて頂いた

研究の基礎となった「ミリ波自己ヘテロダイン伝送

技術」は、特にこのうちの前者に深く関連する技術

になります。とは言え、本技術は、例えばミリ波帯

での Q の高い新材料を開発したとか、新たな発振回

路構成、デバイスなどを開発したわけではありませ

ん。 

「ミリ波自己ヘテロダイン伝送技術」について最

も基本となる部分を紹介しておきます。ミリ波通信

システムは周波数変換回路としてスーパーヘテロダ

イン構成をとることが多いですが、送受信回路それ

ぞれで周波数変換に利用するローカル発振器の位相

雑音性能が主として伝送品質に影響を与えます。本

伝送技術は、送信回路で使用したローカル発振源成

分を変調されたミリ波帯信号と併せて空間伝送し、

受信回路がこの 2 成分を非線形素子で一括検波する

ことで、ローカル発振源の位相雑音に全く不感な低

域信号の再生を実現しています。システムが本構成

を採用した場合には、受信回路にはローカル発振回

路自体が不要になっているため、デバイスの消費電

力という観点でも貢献できます。 

本伝送技術は、必ずしも現在 IEEE802 で議論され

ている、マルチギガビット伝送を実現するミリ波デ

バイスの標準伝送方式と直結するものではありませ

ん。しかしながら CMOS 半導体プロセスで、発振回路

までを含めてミリ波デバイスを 1 チップ化する時代

が到来することを想定すると、今後回路の小型化と

低消費電力化は期待できても、材料の特性上、従来

以上に Q の高い発振回路の実現は困難になると予想

されます。その結果、一部のミリ波アプリケーショ

ンを対象としたミリ波デバイスについては、必要な

位相雑音性能を達成することが困難になる可能性が

あります。このようなミリ波デバイスの適用領域に

おいて、将来的に、もしくは一部の開発アプローチ

として本伝送技術や関連研究成果が多少なりとも活

躍できる場面があれば幸いかと考えている次第です。 

著者略歴： 

平成7年 大阪大学工学部電気工学科卒業卒．平成11年 大

阪大学大学院博士後期課程工学研究科通信工学専攻修了．

同年，郵政省通信総合研究所(CRL:現在の独立行政法人情

報通信研究機構)に入所．以来，主としてミリ波通信シス

テムの研究開発と標準化活動に従事．主任研究員．米国電

気電子学会(IEEE)会員．平 12 本会学術奨励賞受賞．平成

15 年 CRL 優秀業績賞（個人）受賞． 

 
「研究会の活性化について」 

ﾚｰｻﾞ･量子ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究専門委員会 委員長 

辻 伸二 （日立 中研） 

今年のインターネ

ット白書によると、

今年の 3 月時点で日

本のブロードバンド

世帯普及率は 50.9％、

全世帯の半数を超え

てその増加は続いて

いる。インターネッ

ト利用家庭のうち、約 30％が FTTH と ADSL の約 40％

に迫りつつあるとのことである。このような大きな

変化が、1970 年の半導体レーザの室温連続動作（林

厳雄、M. B. パニッシュ両先生（ベル研）ほか）や

光ファイバの低損失化によって始まったことを思う

と、革新的な技術開発が如何に社会生活に与える貢

献が多大であるか、またその後の半導体レーザ技術

を深め合い、人材を育てて来た学会、研究会の大事

さを改めて思う。 

6 月に本年度に入って最初の研究専門委員会を東

京で開いた。お定まりの報告・審議はそこそこに、

LQE 研究会の活性化について議論した。 

1980 年代であったと思うが、研究者としての資質

は何かというような議論がなされ、VSOP という言葉

が流行った。バイタリティ（活力）、スペシャリテ

ィ（専門性）、オリジナリティ（独自性）、パーソ

ナリティ（人間性）の頭文字である。研究・開発の

形は様々であり、他にも重要な要素もあろうが、研

究会のありようにも通じるものがある。ただ、これ

だけでは精神論すぎるので、具体的な取り組みに落

とす語句をセットにしようという提案。 

まず P はパーソナルエデュケーション、若しくは

デベロップメント。本研究専門委員会では、研究会

の活性化と LQE 分野の若手研究者の育成を目的に、

「電子情報通信学会 エレクトロニクスソサイエティ 



レーザ量子エレクトロニクス研究会 奨励賞」（IEICE 

Electronics Society LQE Young Researchers Award）

を昨年度より設けた（詳しくはホームページ  

http://www.ieice.org/~lqe/jpn/welcome.html 

を参照）。昨年度第一回の受賞者は、東京大学の野

村政宏さんに決まり、12 月の研究会で記念講演と授

賞を予定している。この奨励賞に限らず、発表・参

加して良かったと思えるような議論の場にするよう

に研究会の工夫を進める。 

また、「レーザ・量子エレクトロニクス」という

言葉の専門性にとらわれすぎて、ニーズの一部にし

か応えていやしないか、とのことで V はバライエテ

ィ（多様性）として議論した。LQE で取り扱う研究

分野が、光デバイスや結晶成長・プロセス・材料物

性に限らず、モジュール形態（半導体光集積回路

(OOIC・OEIC)，フォトニック結晶（アクティブ）、

アクティブ光モジュール（発光，受光，光変調，光

増幅）など）や機能・装置（波長変換，光ソリトン，

超短光パルスなど）、光学（非線形光学，位相共役

光学，量子光学，レーザ分光など）を含むものであ

ることを知って頂くのも重要との意見も出た。最終

的には、12 月の機械振興会館での研究会は面白い切

り口での募集をかけようと決定し、担当委員にその

検討を進めてもらっている。 

S，O までは議論が及ばず、今後継続的に議論して

いくが、会員の皆さまには是非ご意見やご提案を頂

戴したい。 

研究会の年次予定を改めて確認すると、ほとんど

が他の研究会やレーザー学会との共同開催。境界領

域に研究開発の新しい芽があるので、これは当然と

も言える結果ではあるが、ともすると仕組みそのも

のが固定化しかねない。ソサイエティ運営委員会で

安藤エレクトロニクスソサイエティ会長から、研究

専門委員会相互の連携を深めるため、幹事連絡会を

設置してはどうかという提案があったが、大賛成で

ある。 

なお、今年は、西澤潤一先生（東北大（当時））

による「半導体メーザー」考案（1956 年）から 51

年目に入る。これを記念して、鳥取大学で開催され

るソサイエティ大会（9月 10 日～）で「応用の幅を

広げるレーザ技術」と題するエレクトロニクスソサ

イエティシンポジウムを企画した。UCSB の中村修二

先生を始め、ご活躍華々しい 9 名の方々に半導体レ

ーザ関連技術や最近注目度の高いファイバーレーザ

技術に関して、応用を含めた最先端の研究開発状況

と将来展望を招待講演頂いた。 

また、3 月の総合大会（北九州市）では「地球環

境と光エレクトロニクス（仮題）」というシンポジ

ウムを計画中である。地球環境の保全は、われわれ

研究者・技術者が取り組むべき最重要課題である。

こちらは、まだ十分間にあうので、是非多数の投稿

ならびに議論への参加をお願いしたい。 

冒頭に記したように、技術でより良い社会を作っ

ていくのがわれわれに科せられた使命と言える。研

究会が是非その揺籃の場となるよう、皆様のご協力

とご支援をお願いしたい。 

著者略歴： 

1978 年 3 月 京都大学工学研究科修士課程終了 電子工学

専攻． 

同年 4月（株）日立製作所に入社． 

以来 通信用半導体レーザほか光デバイスの研究開発に従

事．現在，同社中央研究所 ナノエレクトロニクス研究部 

主管研究員． 

信学会関係： 2003年度 英文論文誌C編集委員会 委員長． 

現在，LQE 研究専門委員会委員長，東京支部会計幹事，ELEX

編集委員，出版委員会委員ほか． 

 
「電子デバイス研究会の活動」 

電子デバイス研究専門委員会 委員長 

葛原 正明 （福井大学大学院電気電子工学専攻） 

当専門委員会が電子デ

バイス研究専門委員会と

改称されて今年で24年を

迎える。この間、当該分

野から数多くの基本アイ

デアが提案され、業界の

壁を超えた議論を経て、

技術改良と応用検討が進

められてきた。筆者は、この四半世紀に、電子デバ

イス専門委員会で議論された技術が、産業界で実用

化される例を具に実見してきた。また、当専門委員

会の活動を通して、多くの優れた若手人材が育成さ

れたことを実感してきた。変化が絶えぬ昨今の産業

お写真 



界であるが、先人が築いた良き様式を後世に伝える

役割の大きさを痛感している。月例研究会と年大会

という発表形態を柱に、学会の存在意義の維持発展

に貢献された先輩方々に改めて感謝する次第である。 

電子デバイス研究専門委員会が扱う材料分野は、

専門委員会の発足以来、Ⅲ族化合物半導体とその混

晶半導体ヘテロ接合に関する分野が中心であった。

しかし、昨今のⅢ族窒化物半導体の台頭とともに、

ワイドバンドギャップ半導体と呼ぶ分類が一般化し、

シリコンカーバイドやダイヤモンドなどの半導体技

術についても、積極的に当専門委員会で議論できる

ようスコープの見直しを行ってきている。月例研究

会では研究テーマの固定化を嫌い、新規テーマを発

掘する試みも積極的に行っている。毎年 3 月の月例

研究会を特別ワークショップと題し、通常の月例会

とは趣の異なる研究テーマを毎回設定し、招待講演

中心のプログラム構成を意図的に企画している。過

去のテーマ名の一部を紹介すると、量子情報処理、

スピンデバイス、RF マイクロエレクトロニクス、

MEMS、カーボンナノチューブのデバイス応用など。

フレキシブルな発表形式に加え自由形式のパネル討

論なども交え、本専門委員会でこそ企画できる新規

な話題の拡充に努めている。 

月例研究会の企画と開催は、専門委員会幹事を中

心に、委員各位の熱意と献身に負うところ大である。

しかし、これだけの努力を結集して開催される月例

研究会であるからこそ、若手の探求心を刺激し萌芽

研究を具体化する有効な議論の場として、研究会が

多くの人々に歓迎され、その文化が伝統的に継承さ

れてきたものと考えている。最近は、この伝統をア

ジアに広げるべく、当研究専門委員会とシリコン材

料・デバイス研究専門委員会とが共同し、さらに韓

国電子工業会を巻き込み国際合同研究会（AWAD と呼

んでいる）を毎年開催している。今年も 6月 25～27

日に韓国慶州で開催し、シリコン LSI を含む半導体

デバイス技術の国際交流に貢献した。 

最後に会員各位には月例研究会での議論に多数ご

参加いただきたい。研究会情報の殆どはウェブから

も入手できるはずである。ウェブ情報の内容につい

ては、今後ともその充実を図るべく尽力する予定で

ある。電子デバイス分野のさらなる発展の原動力は、

組織と世代の壁を越えた生の議論の中にこそあるも

のと信じている。 

著者略歴： 

昭和 56 年京都大学大学院電気工学専攻修士課程修了，平

成 3 年工学博士，昭和 56 年日本電気株式会社中央研究所

入社，昭和 62 年イリノイ大学客員研究員，平成 16 年福井

大学工学部電気・電子工学科教授，現在，同工学研究科電

気・電子工学専攻教授．化合物半導体電子デバイス，デバ

イスシミュレーション技術などの研究に従事．平成 14 年

市村功績賞を受賞．IEEE フェロー． 

 
「2007 年 材料・デバイスサマーミーティ

ング報告」 

エレソ前副会長（企画広報財務担当） 

礒田 陽次（三菱電機） 

2007 年 6 月 29 日(金)、機械振興会館において、

2007 年材料・デバイスサマーミーティングが開催さ

れました。機構デバイス(EMD)、電子部品･材料(CPM)、

有機エレクトロニクス(OME)、光エレクトロニクス

(OPE)、レーザ・量子エレクトロニクス(LQE)、集積

光デバイス(IPD)の 6 研究会の参加の下で計 19 件の

一般講演が行われ、計 94 名の参加者により活発な議

論が行われました。 

また、午後冒頭には、東北大学電気通信研究所の

大野英男教授より、「スピントロニクス －材料か

らデバイス・回路へ－」と題する特別講演が行われ

ました。参加人数は約 80 名でした。以下、特別講演

の概要を報告します。 

 

大野先生ご講演風景 

電子の電荷とスピン（磁石としての性質）を同時

に使う可能性を研究するスピントロニクスの最新状



下記 5名の方（敬称略、50 音順、カッコ内は現職また

は最終職歴）がエレクトロニクスソサイエティからの新フ

ェローに決まり、ソサイエティ大会においてフェロー称号

贈呈式が行われました。 

況と材料・デバイス開発から回路への応用まで概説

いただきました。スピントロニクスには、金属スピ

ントロニクスと半導体スピントロニクスがあり、金

属スピントロニクスでは MRAM がすでに製品化され

ています。大野先生の研究は半導体スピントロニク

スの分野です。 

・荒木純道 （東京工業大学大学院理工学研究科電気電子工

学専攻） 「電磁波回路理論、電磁波解析理論および無線

機構成への貢献」 半導体スピントロニクスの研究成果として期待さ

れるスピンメモリ(SPRAM)は、(1)不揮発、(2)書き換

え耐性が無限大、(3)高速書き込み・読み出し、(4)

セル構造が単純で大容量化に適する、(5)リフレッシ

ュ動作が不要で低消費電力、(6)CMOS との混載が容

易、という特徴を有しているため、DRAM と磁気記録

の両方の市場で用いられる可能性があり、将来非常

に有望なデバイスであることが説明されました。 

・上田大助 （松下電器産業(株)半導体社・半導体デバイス

研究センター） 「情報・通信用半導体デバイスの研究開

発と工業化への貢献」 

・佐藤進 （秋田大学工学資源学部） 「液晶ディスプレイに

関わる科学技術および液晶の応用への貢献」 

・谷口正成 （東北文化学園大学大学院健康社会システム研

究科生活環境情報専攻） 「機構デバイスの信頼性評価へ

のホログラフィ技術の応用」 

・吉國裕三 （北里大学理学部物理学科） 「通信用半導体レ

ーザと光集積デバイスの先駆的研究・実用化の貢献」 
メモリとして用いるには 0.5V 以上の出力電圧が

必要ですが、これを実現するには磁気抵抗比が 300%

以上得られるデバイス開発が必要です。従来、酸化

アルミニウムの障壁層を用いて磁気抵抗比 100% 程

度でしたが、最近酸化マグネシウムの障壁層を用い

て常温で 500% の大きな磁気抵抗比を実現すること

が出来ました。また、書き込み時の低消費電力化も

重要な課題です。セルサイズが小さくなるほど磁化

反転に必要な電力が大きくなり、従来は 1×107 A/cm2

程度の電流密度が必要でしたが、酸化マグネシウム

の障壁層で 1×106 A/cm2 と世界最小を達成し、スピ

ンメモリの実現に一歩近付いています。 

 

◆ エレクトロニクスソサイエティ各賞受賞者（敬称略） 

ソサイエティ大会エレクトロニクスソサイエティ・プレ

ナリーセッションにおいて、各賞の表彰式が行われました。 

＊ エレクトロニクスソサイエティ賞 

・光・化合物半導体分野： 中野義昭（東大） 

「半導体集積光デバイスの先駆的・独創的研究」 

・エレクトロニクス一般分野： 荘司洋三（NICT） 

「ミリ波自己ヘテロダイン伝送技術に関する研究」 

＊ レター論文賞 

・水本哲弥, 齊藤日出紀, 「表面活性化ダイレクトボンディ

ングを用いた半漏れ型光アイソレータの製作」, 電子情報

通信学会論文誌Ｃ, Vol. J89-C, No. 6, pp. 423-424. 

この技術の応用として、LSI の配線の中にスピン

メモリを埋め込んだ、「メモリインロジック」とい

うアーキテクチャを検討中とのことでした。このア

ーキテクチャが実現されると、現在の LSI の課題で

ある、配線による遅延や電力消費およびコストを大

きく削減することが出来、コンピューティングのパ

ラダイムシフトが起こるそうです。 

＊ ELEX Best Paper Award  

・R. Urata, R. Takahashi, T. Suemitsu, and H. Suzuki,  

“An optically clocked transistor array (OCTA) for 

40-Gb/ s, bidirectional serial-to-parallel conversion 

of asynchronous burst optical packets,” IEICE 

Electronics Express, Vol. 3, No. 7, 129-135 (2006). 
非常に大きな夢のある、魅力的な研究ですが、そ

れだけに課題も大きいと思われます。しかし、日本

発の世界をリードする技術であり、将来が楽しみで

あると思いました。 

 

◆ エレクトロニクスソサイエティ賞候補の公募 

 募集要項を下記エレクトロニクスソサイエティのお知

らせの Web ページに掲載しましたので、会員の皆様方から

の活発なご推薦（自薦および他薦）をお願いします。  
http://www.ieice.org/es/jpn/notice/index.html 

● エレソからのお知らせ  

◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2008

年 1 月発行予定です。     （企画広報担当: 鈴木） 
◆ フェロー称号贈呈者 


